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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第38期
第３四半期
累計期間

第39期
第３四半期
累計期間

第38期
第３四半期
会計期間

第39期
第３四半期
会計期間

第38期

会計期間

自平成20年
４月１日
至平成20年
12月31日

自平成21年
４月１日
至平成21年
12月31日

自平成20年
10月１日
至平成20年
12月31日

自平成21年
10月１日
至平成21年
12月31日

自平成20年
４月１日
至平成21年
３月31日

売上高（千円） 33,381,99526,490,6079,243,39210,205,24940,002,274

経常利益（千円） 859,461 194,549 144,687 141,020 774,873

四半期（当期）純利益（千円） 478,493 99,039 78,890 77,441 405,653

持分法を適用した場合の投資利益

（千円）
33,984 23,805 31,474 19,735 10,574

資本金（千円） － － 4,800,3384,800,3384,800,338

発行済株式総数（千株） － － 17,932 17,932 17,932

純資産額（千円） － － 15,404,52715,115,83515,327,383

総資産額（千円） － － 23,466,11923,022,90421,463,390

１株当たり純資産額（円） － － 892.73 878.94 889.66

１株当たり四半期（当期）純利益

（円）
27.62 5.76 4.56 4.50 23.44

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益（円）
－ － － － －

１株当たり配当額（円） 10.00 7.50 － － 20.00

自己資本比率（％） － － 65.6 65.7 71.4

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
45,503△4,290,484 － － 6,318,785

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
6,453 3,189 － － △60,137

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
184,297 706,600 － － △1,560,456

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
－ － 1,917,7252,798,9686,379,662

従業員数（人） － － 291 283 286

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。

２．売上高には消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。　
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２【事業の内容】

　当第３四半期会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な変更

はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

 

 

 

 

３【関係会社の状況】

　当第３四半期会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

 

 

 

 

４【従業員の状況】

提出会社の状況

 平成21年12月31日現在

従業員数（人） 283　

　（注）従業員数は就業人員数（当社から社外への出向者を除き、社外から当社への出向者を含む。）であります。
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第２【事業の状況】

１【仕入、受注及び販売の状況】

(1）商品仕入実績

　当第３四半期会計期間の商品仕入実績を品種別に示すと、次のとおりであります。

品種 金額（千円） 前年同四半期比（％）

半導体 6,634,816 138.0

電子部品 1,476,179 97.3

情報機器 1,332,462 123.5

ソフトウェア 354,484 84.5

合計 9,797,943 125.2

　（注）１．金額は仕入金額によっております。

２．上記金額には、消費税等は含まれておりません。

(2）受注状況

　当第３四半期会計期間における受注状況を品種別に示すと、次のとおりであります。

品種 受注高（千円） 前年同四半期比(％)受注残高（千円） 前年同四半期比(％)

半導体 7,389,455 224.5 2,900,332 135.8

電子部品 1,838,398 136.6 1,072,266 141.8

情報機器 1,679,101 126.8 1,031,668 183.7

ソフトウェア 559,773 151.8 209,937 310.2

合計 11,466,728 181.1 5,214,204 148.1

　（注）　上記金額には、消費税等は含まれておりません。
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(3）販売実績

　当第３四半期会計期間の販売実績を品種別に示すと、次のとおりであります。

品種 金額（千円） 前年同四半期比（％）

半導体 6,584,299 120.5

電子部品 1,737,166 92.0

情報機器 1,442,424 101.5

ソフトウェア 441,358 94.0

合計 10,205,249 110.4

　（注）１．上記金額には、消費税等は含まれておりません。

２．前第３四半期会計期間及び当第３四半期会計期間の主要な輸出先及び輸出販売高及び割合は次のとおりで

あります。

なお、（　）内は総販売実績に対する輸出高の割合であります。

輸出先

前第３四半期会計期間
（自　平成20年10月１日　
　　至　平成20年12月31日）

当第３四半期会計期間
（自　平成21年10月１日　
　　至　平成21年12月31日）

金額（千円） 割合（％） 金額（千円） 割合（％）

アジア 1,222,549 99.7 3,067,759 99.8

ヨーロッパ 3,119 0.3 4,240 0.1

アメリカ 809 0.0 1,567 0.1

その他 － － 116 0.0

合計
1,226,477

(13.3％)
100.0

3,073,684

(30.1％)
100.0

３．前第３四半期会計期間及び当第３四半期会計期間における主な相手先別の販売実績及び総販売実績に対す

る割合は次のとおりであります。

相手先

前第３四半期会計期間
（自　平成20年10月１日
　　至　平成20年12月31日）

当第３四半期会計期間
（自　平成21年10月１日
　　至　平成21年12月31日）

金額（千円） 割合（％） 金額（千円） 割合（％）

ユニダックス（ＨＫ）ＬＴＤ　 861,172 9.3 2,643,607 25.9

シャープ株式会社 1,964,709 21.3 1,438,860 14.1

 

　

２【事業等のリスク】

当第３四半期会計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載した事

業等のリスクについて重要な変更はありません。 
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３【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

 

 

４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社が判断したものであります。

（１）業績の状況

当第３四半期会計期間におけるわが国経済は、一旦は６月に我が国政府において底打ち宣言がなされました

が、11月にはデフレ認定を行うなど、世界金融危機の影響が続いており、本格的な景気回復にはまだ時間が掛かる

様相となっております。

エレクトロニクス業界では、欧米のクリスマス商戦に向けての製品作り込みや、Windows７搭載パソコンの発売

などにより、概ね好調な生産、出荷となりました。また、その影響で全体的に部品の供給が逼迫してきており、部品

確保の重要性が高まってきております。

このような状況下、当社でも売上が回復してきております。主力であるイメージセンサーは、新興国向け製品に

搭載される低画素数、低価格の製品に取引が集中いたしました。パソコン向けメモリーに関しては、Windows７搭

載パソコンの市場反響が良く、大口顧客を中心に販売が好調でした。しかし、収益源である電子部品については、

半導体製品ほど回復は顕著でなく、取り扱い製品によって売れ行きにばらつきが生じております。また、一部商品

の評価替えによる評価損を計上したため、経常利益、四半期純利益では、前年同期比で若干のマイナス成長となり

ました。

その結果、売上高102億５百万円（前年同期比10.4％増）、経常利益１億41百万円（前年同期比2.5％減）、四半

期純利益77百万円（前年同期比1.8％減）となりました。

　

当第３四半期会計期間の品種別業績は以下のとおりであります。　

＜半導体＞

半導体部門では、主力である携帯電話向けイメージセンサーは、新興国向け製品に搭載される低画素数、低価格

の製品に取引が集中いたしました。パソコン向けメモリーに関しては、Windows７搭載パソコンの市場反響が良

く、大口顧客を中心に販売が好調でした。産業機器を中心とした組込み製品マーケットは出荷台数の回復が遅れ

ており、組み込み用CPUなどの売上は低水準となりました。

その結果、売上高65億84百万円（前年同期比20.5％増）となりました。

　

＜電子部品＞

電子部品部門では、テレビ・オーディオ機器向け回路保護部品の販売が持ち直してきましたが、産業機器向け

ノイズフィルターなどは引き続き低水準となりました。また、パソコン需要増の影響で、パソコンに採用されてい

る部品については、供給が逼迫しており、納入が遅れるケースが散見されました。

その結果、売上高17億37百万円（前年同期比8.0％減）となりました。　

　

＜情報機器＞

情報機器部門では、主力であるバーコード製品が、携帯端末向け以外にも流通・医療関係案件に採用されるな

どして、好調な売上を維持いたしました。

その結果、売上高14億42百万円（前年同期比1.5％増）となりました。　　

　

＜ソフトウェア＞

ソフトウェア部門では、インターネットテレビやサーバーなど、新しい分野への採用に成功いたしましたが、

ベースとなる産業機器を中心とした組込み製品マーケットの出荷台数が依然として低調であり、トータル売上と

しては減少いたしました。

その結果、売上高４億41百万円（前年同期比6.0％減）となりました。　　 
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（２）キャッシュ・フローの状況　

当第３四半期会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前四半期会計期間末と比

較して15億33百万円減少し、27億98百万円となりました。

 

当第３四半期会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとおりであります。 

(営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第３四半期会計期間において、営業活動の結果使用した資金は、24億26百万円（前年同四半期は８億２百万

円獲得）となりました。これは主に、税引前四半期純利益を1億41百万円計上し、仕入債務の増加額が７億38百万

円となったこと、反面、売上債権の増加額が26億99百万円となったこと、たな卸資産の増加額が４億38百万円と

なったこと、法人税等の支払額が１億54百万円あったことによるものであります。

　

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第３四半期会計期間において、投資活動の結果獲得した資金は、30万円（前年同四半期は３百万円獲得）と

なりました。これは主に、敷金等の回収による収入が４百万円あったこと、反面、固定資産の取得による支出が３

百万円あったことによるものであります。　

　

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第３四半期会計期間において、財務活動の結果獲得した資金は、８億92百万円（前年同四半期は９億69百万

円使用）となりました。これは主に、短期借入金の純増加額が10億円となったこと、反面、配当金の支払額が１億

６百万円あったことによるものであります。　

 

 

（３）事業上及び財務上の対処すべき課題　

　　　当第３四半期会計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

 

（４）研究開発活動　

　　　該当事項はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第３四半期会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

 

 

(2）設備の新設、除却等の計画

　該当事項はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 27,300,000

計 27,300,000

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現在
発行数（株）
（平成21年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成22年２月10日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 17,932,595 17,932,595
東京証券取引所市場第一

部

単元株式数

500株

計 17,932,595 17,932,595 － －

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

（３）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成21年10月１日

～

平成21年12月31日　

－ 17,932,595 － 4,800,338 － 5,103,720

 

（５）【大株主の状況】

当第３四半期会計期間において、タワー投資顧問株式会社から平成22年１月７日付の変更報告書№２の写

しの送付があり、平成21年12月31日現在で1,307千株を保有している旨の報告を受けておりますが、株主名簿

の記載内容が確認できないため、当社として実質所有株式数の確認ができません。

なお、タワー投資顧問株式会社の変更報告書№２の写しの内容は以下のとおりであります。

大量保有者　　　　　　　　　　タワー投資顧問株式会社

住所　　　　　　　　　　　　　東京都港区芝大門１丁目12番16号住友芝大門ビル２号館２階

保有株券等の数　　　　　　　　株式　1,307,500株

株券等保有割合　　　　　　　　7.29％
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（６）【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成21年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

①【発行済株式】

 平成21年12月31日現在

区分 数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式      734,500－ －

完全議決権株式（その他） 普通株式   17,153,500 34,307 －

単元未満株式 普通株式       44,595－ －

発行済株式総数 17,932,595 － －

総株主の議決権 － 34,307 －

（注）　「完全議決権株式（その他）」の「株式数」欄には、証券保管振替機構名義の株式1,000株が含まれております。

また、「議決権の数」には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数２個が含まれております。

　 

 

②【自己株式等】

 平成21年12月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

ユニダックス株式会社
東京都武蔵野市境南町　５

－１－21
734,500 － 734,500 4.1

計 － 734,500 － 734,500 4.1
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２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成21年
４月

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

最高（円） 415 399 401 423 412 410     419    411   450

最低（円） 371 373 386 387 397 388    400   390    396

　（注）　最高・最低株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものであります。

 

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号。以下「四半期財務諸表等規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第３四半期会計期間（平成20年10月１日から平成20年12月31日まで）及び前第３四半期累計期間（平成20

年４月１日から平成20年12月31日まで）は、改正前の四半期財務諸表等規則に基づき、当第３四半期会計期間（平成

21年10月１日から平成21年12月31日まで）及び当第３四半期累計期間（平成21年４月１日から平成21年12月31日ま

で）は、改正後の四半期財務諸表等規則に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期会計期間（平成20年10月１日から平成20

年12月31日まで）及び前第３四半期累計期間（平成20年４月１日から平成20年12月31日まで）に係る四半期財務諸

表については監査法人トーマツによる四半期レビューを受け、また、当第３四半期会計期間（平成21年10月１日から

平成21年12月31日まで）及び当第３四半期累計期間（平成21年４月１日から平成21年12月31日まで）に係る四半期

財務諸表については有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。

なお、監査法人トーマツは、監査法人の種類の変更により、平成21年７月１日をもって有限責任監査法人トーマツと

なっております。　

　

３．四半期連結財務諸表について

　当社は、子会社はありませんので四半期連結財務諸表は作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
（１）【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

当第３四半期会計期間末
(平成21年12月31日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成21年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,798,968 6,379,662

受取手形及び売掛金 ※2
 15,447,479 10,330,333

商品及び製品 3,070,605 3,167,528

その他 371,914 243,576

貸倒引当金 △1,545 △1,033

流動資産合計 21,687,422 20,120,068

固定資産

有形固定資産 ※1
 54,287

※1
 60,358

無形固定資産 28,115 17,154

投資その他の資産

投資有価証券 747,999 747,103

その他 539,787 555,484

貸倒引当金 △34,707 △36,779

投資その他の資産合計 1,253,078 1,265,808

固定資産合計 1,335,481 1,343,321

資産合計 23,022,904 21,463,390

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※2
 2,995,429 2,154,820

短期借入金 4,000,000 3,000,000

未払法人税等 － 60,275

賞与引当金 81,500 177,000

その他 256,655 177,412

流動負債合計 7,333,584 5,569,508

固定負債

退職給付引当金 555,382 562,232

その他 18,101 4,264

固定負債合計 573,484 566,497

負債合計 7,907,069 6,136,006
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（単位：千円）

当第３四半期会計期間末
(平成21年12月31日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成21年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 4,800,338 4,800,338

資本剰余金 5,360,745 5,360,745

利益剰余金 5,315,148 5,517,377

自己株式 △350,026 △338,050

株主資本合計 15,126,205 15,340,410

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △10,370 △13,026

評価・換算差額等合計 △10,370 △13,026

純資産合計 15,115,835 15,327,383

負債純資産合計 23,022,904 21,463,390
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（２）【四半期損益計算書】
【第３四半期累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年12月31日)

売上高 33,381,995 26,490,607

売上原価 30,208,228 24,172,352

売上総利益 3,173,766 2,318,254

販売費及び一般管理費 ※
 2,344,161

※
 2,197,966

営業利益 829,605 120,288

営業外収益

為替差益 63,852 85,307

その他 14,422 15,814

営業外収益合計 78,275 101,121

営業外費用

支払利息 43,371 18,241

その他 5,046 8,619

営業外費用合計 48,418 26,860

経常利益 859,461 194,549

特別損失

固定資産処分損 5,074 －

損害賠償金 15,202 －

特別損失合計 20,276 －

税引前四半期純利益 839,184 194,549

法人税、住民税及び事業税 302,148 52,982

法人税等調整額 58,542 42,527

法人税等合計 360,691 95,509

四半期純利益 478,493 99,039
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【第３四半期会計期間】
（単位：千円）

前第３四半期会計期間
(自　平成20年10月１日
　至　平成20年12月31日)

当第３四半期会計期間
(自　平成21年10月１日
　至　平成21年12月31日)

売上高 9,243,392 10,205,249

売上原価 8,307,868 9,359,903

売上総利益 935,524 845,346

販売費及び一般管理費 ※
 777,357

※
 744,490

営業利益 158,166 100,856

営業外収益

為替差益 － 42,836

仕入割引 1,122 －

その他 3,650 6,502

営業外収益合計 4,773 49,338

営業外費用

支払利息 13,600 7,286

その他 4,651 1,888

営業外費用合計 18,252 9,174

経常利益 144,687 141,020

税引前四半期純利益 144,687 141,020

法人税、住民税及び事業税 4,211 23,663

法人税等調整額 61,586 39,915

法人税等合計 65,797 63,579

四半期純利益 78,890 77,441
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（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第３四半期累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 839,184 194,549

減価償却費 16,381 17,727

損害賠償金 15,202 －

売上債権の増減額（△は増加） 2,021,195 △5,117,145

たな卸資産の増減額（△は増加） △378,962 96,922

仕入債務の増減額（△は減少） △1,674,628 845,554

その他 △270,338 △115,724

小計 568,035 △4,078,115

利息及び配当金の受取額 2,304 6,240

利息の支払額 △37,870 △18,539

損害賠償金の支払額 △15,202 －

法人税等の支払額 △471,762 △200,069

営業活動によるキャッシュ・フロー 45,503 △4,290,484

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △12,570 △9,468

有形固定資産の売却による収入 7,855 1,045

投資有価証券の取得による支出 △8,340 －

敷金及び保証金の差入による支出 △83 －

敷金及び保証金の回収による収入 19,592 12,492

その他 － △880

投資活動によるキャッシュ・フロー 6,453 3,189

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 700,000 1,000,000

自己株式の取得による支出 △31,201 △11,975

配当金の支払額 △484,501 △279,291

その他 － △2,132

財務活動によるキャッシュ・フロー 184,297 706,600

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 236,254 △3,580,694

現金及び現金同等物の期首残高 1,681,470 6,379,662

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 1,917,725

※
 2,798,968
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【四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

当第３四半期累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日）

　該当事項はありません。

　

　

　

【簡便な会計処理】

当第３四半期累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日）

　１．一般債権の貸倒見積高の算定方法

当第３四半期会計期間末の貸倒実績率等が前事業年度末に算定したものと著しい変化がないと認められる

ため、前事業年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。

 

　２．棚卸資産の評価方法

　当第３四半期会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、第２四半期会計期間末の実地棚卸

高を基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。

　

　

 

【四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

当第３四半期累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日）

　該当事項はありません。
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【注記事項】

（四半期貸借対照表関係）

当第３四半期会計期間末
（平成21年12月31日）

前事業年度末
（平成21年３月31日）

　＊１　有形固定資産の減価償却累計額は、148,238千円であ

ります。

　＊1　有形固定資産の減価償却累計額は、136,396千円であ

ります。

　＊２　四半期末日満期手形

　四半期末日満期手形の会計処理は、手形交換日を

もって決済処理しております。なお、当第３四半期会

計期間の末日は金融機関の休日であったため、次の

四半期末日満期手形が四半期会計期間末残高に含ま

れております。

────────

受取手形 117,314千円

支払手形 116,716千円

　

 

（四半期損益計算書関係）

前第３四半期累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

　＊　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

　＊　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

給料及び賞与 1,068,806千円

地代家賃 197,096　

法定福利費 186,300　

旅費交通費 130,134　

運搬費 114,306　

給料及び賞与 1,047,161　千円

地代家賃 195,991　

法定福利費 175,118　

旅費交通費 109,885　

運搬費 107,987　

前第３四半期会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

　＊　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

　＊　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

給料及び賞与 469,832千円

地代家賃 65,671　

法定福利費 61,896　

旅費交通費 44,878　

運搬費 38,034　

給料及び賞与 298,002千円

賞与引当金繰入額 81,500　

地代家賃 65,287　

法定福利費 59,452　

旅費交通費 41,512　

　　　

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

前第３四半期累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

　＊　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照

表に掲載されている科目の金額との関係

　（平成20年12月31日現在）

　＊　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照

表に掲載されている科目の金額との関係

　（平成21年12月31日現在）

現金及び預金勘定 1,917,725千円

現金及び現金同等物 1,917,725千円
　

現金及び預金勘定 2,798,968千円

現金及び現金同等物 2,798,968千円
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（株主資本等関係）

当第３四半期会計期間末（平成21年12月31日）及び当第３四半期累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年

12月31日）

１．発行済株式の種類及び総数

　普通株式　　　　17,932千株

 

２．自己株式の種類及び株式数

　普通株式　　　　　 734千株

 

３．配当に関する事項

　(1) 配当金支払額　

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成21年６月29日

定時株主総会
普通株式 172,283 10.00平成21年３月31日平成21年６月30日利益剰余金

平成21年10月30日

取締役会
普通株式 128,985 7.50平成21年９月30日平成21年12月１日利益剰余金

　　

（有価証券関係）

当第３四半期会計期間末（平成21年12月31日）

　該当事項はありません。

 

 

（デリバティブ取引関係）

当第３四半期会計期間末（平成21年12月31日）

　該当事項はありません。

　

 

（持分法損益等）

 
前第３四半期累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

持分法を適用した場合の投資利益の金額（千円） 33,984 23,805

 
前第３四半期会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

関連会社に対する投資の金額（千円） 19,385 19,385

持分法を適用した場合の投資の金額（千円） 360,921 321,647

持分法を適用した場合の投資利益の金額（千円） 31,474 19,735

 

（ストック・オプション等関係）

当第３四半期会計期間（自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日）

　該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第３四半期会計期間末
（平成21年12月31日）

前事業年度末
（平成21年３月31日）

１株当たり純資産額 878.94円 １株当たり純資産額 889.66円

２．１株当たり四半期純利益

前第３四半期累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

１株当たり四半期純利益 27.62円 １株当たり四半期純利益 5.76円

 なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益について

は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益について

は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

四半期純利益（千円） 478,493 99,039

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 478,493 99,039

普通株式の期中平均株式数（千株） 17,322 17,203

前第３四半期会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

１株当たり四半期純利益 4.56円 １株当たり四半期純利益 4.50円

 なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益について

は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益について

は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

四半期純利益（千円） 78,890 77,441

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 78,890 77,441

普通株式の期中平均株式数（千株） 17,301 17,197

　

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

 

（リース取引関係）

該当事項はありません。
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２【その他】

　平成21年10月30日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

　（イ）中間配当による配当金の総額            128,985千円

　（ロ）１株当たりの金額　　　　　　　　　　　７円50銭　

　（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日　　平成21年12月１日

　(注)　平成21年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行いました。 
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年２月９日

ユニダックス株式会社

取締役会　御中

監査法人トーマツ

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 高橋　　勝　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 安藤　　武　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているユニダックス株式会

社の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの第38期事業年度の第３四半期会計期間（平成20年10月１日から平成20

年12月31日まで）及び第３四半期累計期間（平成20年４月１日から平成20年12月31日まで）に係る四半期財務諸表、すな

わち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この

四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明する

ことにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期財務諸表の作成基準に準拠して、ユニダックス株式会社の平成20年12月31日現在の財政状態、同日をもって終了する

第３四半期会計期間及び第３四半期累計期間の経営成績並びに第３四半期累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に

表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

　 平成22年２月８日

ユニダックス株式会社 　

取締役会　御中 　

　 有限責任監査法人トーマツ 　

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 高橋　　勝　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 安藤　　武　　印

　　

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているユニダックス株式会

社の平成21年４月１日から平成22年３月31日までの第39期事業年度の第３四半期会計期間（平成21年10月１日から平成21

年12月31日まで）及び第３四半期累計期間（平成21年４月１日から平成21年12月31日まで）に係る四半期財務諸表、すな

わち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この

四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明する

ことにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期財務諸表の作成基準に準拠して、ユニダックス株式会社の平成21年12月31日現在の財政状態、同日をもって終了する

第３四半期会計期間及び第３四半期累計期間の経営成績並びに第３四半期累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に

表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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